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９
月
定
例
会

33
議
案
を
議
決

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
11

日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
に
町
長
よ
り
条
例
制
定
お

よ
び
改
正
、
財
産
の
処
分
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
認
定
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
33
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

第
２
日
目
は
２
人
が
一
般
質
問
を
行

い
、
復
興
の
課
題
や
新
た
な
町
づ
く
り

の
提
案
を
し
ま
し
た
。

第
９
日
目
の
本
会
議
で
は
条
例
制
定

お
よ
び
改
正
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
決
算
認
定
な
ど
23
議

案
を
審
議
し
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
令
和
６
年
度

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算

な
ど
10
議
案
、
特
別
委
員
会
最
終
報
告

議
員
派
遣
を
併
せ
て
審
議
し
、
全
議
案

と
も
原
案
通
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
傍
聴
者
は
延
べ
11
人

で
し
た
。

令和５年度実施した主な事業

地域の産業創出のため大野駅西口に
産業交流施設を整備しています。
12月完成予定です。

産業交流施設整備事業

30億
1774
万円

（万円未満四捨五入）

インキュベーション
センター施設整備事業
町民の交流などを目的として、グラ
ウンドを整備しました。

5億
2552
万円

帰還、移住・定住の促進を図るため
大野南地区および原地区において再
生賃貸住宅を整備しました。

再生賃貸住宅整備
促進事業

24億
47万円

保健センター改修事業

赤ちゃんから高齢者の方が集う場と
して、保健センターの改修工事を実
施しました。

2億
7379
万円

インキュベーション
センター施設整備事業
町民の交流などを目的として、グラ
ウンドを整備しました。

5億
2552
万円
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令
和
５
年
度
決
算 令和5年度決算認定
一般会計支出総額374億円
議会としては、令和５年度事業内容のうち、特に収入と支出の割合が大きい工事や委託について厳しく
審査を実施しながら一般会計支出総額約３７４億円、特別会計支出総額約５１億円を決算認定しました。
主な内訳を報告します。

特別会計支出 決算合計額：５１億３４５７万円
会　計　名 収入総額 支出総額 会　計　名 収入総額 支出総額

坂下ダム施設管理 8056万円 6273万円 工業団地造成 28億2647万円 12億8153万円
国民健康保険 20億7329万円 19億9158万円 介護保険・サービス事業 11億5387万円 10億8946万円
奨学金貸与 1221万円 1109万円 後期高齢者医療 3671万円 3629万円
環境保全公共下水道 6億2363万円 6億2134万円 霊園管理 1603万円 1602万円
農業集落排水 8453万円 2453万円

入ったお金 ５１３億３４０２万円

３７３億９７５９万円出 た お 金

繰入金
168億5857万円

その他収入 23億4759万円 繰越金 87億323万円

地方交付税※

48億5209万円
※主なもの
　震災復興特別交付税
※主なもの
　震災復興特別交付税

県支出金 27億8306万円

国庫支出金
98億6796万円

町税
54億7524万円

その他収入 4億4628万円

依存財源
35％ 自主財源

65％

衛生費 9億9752万円

民生費
17億783万円

農林水産業費 19億6449万円

商工費 36億1316万円

教育費 37億3642万円
諸支出金 19億6310万円 その他支出 3億652万円

消防費 2億4867万円

土木費 66億475万円
総務費

162億5513万円

（万円未満四捨五入）
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監
査
報
告効果的な予算編成

効率的な執行に努めるべき
令
和
５
年
度
末
現
在
、
財
政
調
整
基
金
が

約
９
９
億
５
５
８
９
万
円
、
そ
の
他
目
的
基

金
約
９
１
３
億
４
９
４
７
万
円
と
潤
沢
な
財

源
を
抱
え
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
を
進

め
て
い
る
と
言
え
る
。

　

 
一
般
会
計
の
不
用
額 

に
つ
い
て
は
、
で
き

る
限
り
減
額
補
正
な
ど
で
調
整
し
、
得
ら
れ

た
財
源
を
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
。

改
め
て
職
員
一
人
ひ
と
り
が
財
務
規
則
を

熟
知
さ
れ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
予
算
編

成
・
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

 

各
種
補
助
金 

に
関
し
て
は
、
そ
の
積
算
を

明
確
に
し
、
必
要
最
低
限
を
交
付
す
べ
き
で

あ
る
。
補
助
金
が
町
民
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税

金
そ
の
他
の
貴
重
な
財
源
で
賄
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
適
正
な
事
務
処

理
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

 

基
金 

に
つ
い
て
は
、
設
置
さ
れ
た
本
来
の

目
的
を
再
確
認
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

へ
反
映
さ
れ
た
い
。

当
町
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
健
全
な
財
務

体
質
を
維
持
し
て
い
る
。
健
全
な
財
政
運
営

は
自
治
体
運
営
の
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
費

用
対
効
果
を
検
証
す
る
中
で
経
費
削
減
を
図

り
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

条
例
制
定・財
産
処
分

人
　
　

事

第
３
回
定
例
会
に
て
条
例
制
定
お
よ
び

財
産
処
分
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

手
話
言
語
の
理
解
や
普
及
等
に
関
し
て
、
ろ

う
者
お
よ
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

町
民
等
に
理
解
推
進
を
図
り
、
暮
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
し
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

代
表
監
査
委
員
よ
り
、
決
算
お
よ
び
基
金

運
用
状
況
な
ど
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。主

な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

大
熊
町
手
話
言
語
に
関
す
る
条
例

石名部　穣氏を新任
【住　所】

�広野町大字下北迫字宮田
【任　期】

令和６年９月22日～

数量：17 区画分（4,556.52m2） 町
民
の
帰
還
お
よ
び
移
住
定
住
を
促
進
す
る

た
め
宅
地
分
譲
を
行
い
ま
す
。

下
野
上
地
区
宅
地
分
譲

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

夏目　陽子さんを再任
【住　所】

夫沢字中央台
【任　期】

令和６年10月1日～

坂井　美佐子さんを新任
【住　所】

下野上字大野
【任　期】

令和６年10月1日～

マイホームが楽しみ
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決
算
質
疑

第
３
回
定
例
会
に
て
令
和
５
年
度
決
算
等
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

帰還居住区域の
除染・解体進む

　
　
区
域
の
除
染
・
解
体

の
申
し
込
み
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

先
に
指
定
し
た
下
野

上
一
区
で
は
同
意
率
63
・

５
％
、
住
宅
解
体
の
進
捗

特
定
帰
還
居
住
区
域

除
染
・
解
体
計
画

問答

で
は
受
付
19
件
、
解
体
数

７
件
で
あ
る
。

　

そ
の
他
指
定
区
域
で
は

関
係
町
民
５
９
７
人
へ
意

向
調
査
を
行
い
、
今
年
８

月
末
で
同
意
率
１
・
５
％

解
体
受
付
件
数
は
60
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
帰
還
者
の
住
ま
い
に

対
す
る
補
助
事
業
の
実
績

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

新
築
住
宅
16
件
、
中

古
住
宅
２
件
、
修
繕
16
件

賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
26
件

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
５
年
度
の
申
請

は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

　
　

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

７
件
、
Ｅ※

1

Ｖ
等
４
件
、
Ｚ※

2

Ｅ
Ｈ
３
件
、
緑
化
環
境
改

善
２
件
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

１
件
、
蓄
電
池
１
件
で
総

申
請
件
数
は
18
件
と
な
っ

た
。

　
　
令
和
５
年
度
の
利
用

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
は
延
べ

９
３
３
９
人
の
方
に
利
用

住
宅
促
進
事
業

問答ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
補
助
金

問答生
活
循
環
バ
ス

問答

し
て
頂
き
、
前
年
度
よ
り

お
よ
そ
２
倍
の
利
用
者
数

と
な
っ
た
。

　

要
因
と
し
て
居
住
者
の

増
加
と
視
察
等
に
よ
り
町

へ
の
来
訪
者
が
増
え
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
町
民
よ
り
補
助
金
の

使
用
方
法
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
の
意
見
が
あ
る

が
理
由
は
何
か
。

　
　

補
助
金
の
使
途
や
経

費
の
支
出
に
つ
い
て
適
切

な
経
理
処
理
を
行
う
よ
う

通
知
を
出
し
た
。

避
難
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
補
助
金

問答

　
　
援
助
金
と
支
援
金
の

違
い
は
何
か
。

　
　

援
助
金
は
町
内
に
住

所
を
有
し
、
他
市
町
村
に

通
学
す
る
児
童
生
徒
の
学

用
品
等
を
支
援
す
る
費
用

で
あ
る
。

　

支
援
金
は
町
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
学
び
舎
ゆ
め

の
森
に
通
学
す
る
児
童
生

徒
を
支
援
す
る
費
用
で
あ

る
。

　
　
具
体
的
な
事
業
内
容

と
は
何
か
。

　
　

自
殺
の
危
険
を
示
す

サ
イ
ン
に
気
づ
き
適
切
な

対
応
を
図
る
ゲ※

3

ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
人
件
費
で
あ
る
。

教
育
援
助
金
・
支
援
金

問答精
神
保
健
福
祉
対
策

問答

丁寧な除染を望む

※
１　
Ｅ
Ｖ
…
電
気
自
動
車
の
こ
と

※
２　
Ｚ
Ｅ
Ｈ
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅

※
３　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
…
…
命
の
門
番
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補
正
予
算
質
疑町の魅力を発信

東京公演開催
第
３
回
定
例
会
に
て
令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

来場者を魅了します

　
　

学
び
舎
ゆ
め
の
森
の

児
童
・
生
徒
と
町
民
に
よ

る
演
劇
の
東
京
公
演
と
の

説
明
だ
が
目
的
は
何
か
。

　
　

避
難
し
て
い
る
町
民

に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

き
お
く
の
森
東
京
公
演

問答

町
の
復
興
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
。

　

帰
還
の
促
進
や
大
熊
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
町
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　
　
学
び
舎
ゆ
め
の
森
と

他
の
地
域
の
小
中
学
校
と

共
同
で
実
施
す
る
事
業
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も

の
か
。

　
　

喜
多
方
市
の
小
中
学

校
と
弁
当
作
り
体
験
を
し

て
販
売
活
動
を
行
う
。

　

12
月
に
県
知
事
を
表
敬

訪
問
し
、
県
庁
で
弁
当
の

販
売
を
実
施
す
る
。

自
分
た
ち
で
作
っ
た
野

菜
や
お
米
を
活
か
し
た
自

慢
の
弁
当
な
ど
を
開
発
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
　
ど
の
よ
う
な
事
業
な

の
か
。
ま
た
里
帰
り
出
産

も
該
当
す
る
の
か
。

ふ
く
し
ま
の
未
来
へ

つ
な
ぐ
体
験
応
援

問答妊
婦
に
や
さ
し
い
遠

方
出
産
支
援

問

　
　

遠
方
で
の
出
産
に
か

か
る
交
通
費
お
よ
び
宿
泊

費
を
支
援
す
る
事
業
で
あ

る
。

　

交
通
費
で
は
概
ね
60
分

以
上
の
移
動
に
要
し
た
費

用
の
支
援
す
る
。

　

ま
た
宿
泊
費
は
出
産
ま

で
の
間
、
分
娩
施
設
付
近

で
待
機
す
る
妊
婦
と
支
援

の
た
め
に
同
行
し
た
者
１

名
分
を
対
象
と
す
る
。

　

里
帰
り
出
産
の
場
合
は

里
帰
り
先
住
所
か
ら
の
交

通
費
お
よ
び
宿
泊
費
が
対

象
と
な
る
。

　
　
商
業
施
設
に
光
熱
水

費
、
人
件
費
の
補
助
金
が

令
和
５
年
12
月
か
ら
令
和

６
年
３
月
ま
で
計
上
さ
れ

た
が
、
す
べ
て
の
店
舗
は

当
初
予
定
の
令
和
６
年
３

答大
野
駅
西
口
商
業
施
設

問

月
に
は
開
店
で
き
る
の
か
。

　
　

３
月
15
日
す
べ
て
の

店
舗
が
開
店
の
予
定
で
あ

る
。

　

な
お
店
舗
は
居
酒
屋
、

中
華
、
洋
食
店
の
５
店
舗

物
販
店
１
店
舗
、
コ
ン
ビ

ニ
１
店
舗
で
あ
る
。

　
　
建
物
保
全
計
画
調
査

と
は
何
か
。

　
　

運
用
開
始
か
ら
３
年

が
経
過
し
漏
水
等
の
不
具

合
も
発
生
し
て
い
る
。

　

中
長
期
的
な
視
野
に
立

っ
た
建
物
の
劣
化
を
考
慮

し
た
評
価
を
行
う
計
画
で

あ
る
。

答イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

問答
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震
災
前
に
は
、
訪

問
先
で
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
、
町
民
の
親
睦
と
融

和
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
町
民
号
が
実
施
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
震
災
お
よ
び

原
子
力
災
害
に
よ
り
全
町

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

町
民
同
士
の
絆
が
希
薄
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

震
災
前
の
よ
う
に
21
行

政
区
の
町
民
が
一
同
に
会

し
、
お
互
い
の
安
否
を
確

認
し
合
え
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
で
、
町
民
の
安
心

感
と
大
き
な
喜
び
に
つ
な

が
る
。

今
こ
そ
町
民
号
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
大
野
駅
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
に
も
、
鉄
道

阿
部

を
利
用
し
て
の
町
民
号
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
民
号
の
よ
う
な

大
規
模
な
事
業
を
行
う
に

は
、
参
加
者
の
安
全
対
策

や
駐
車
場
の
確
保
が
必
要

と
な
る
。

令
和
４
年
３
月
よ
り
大

野
駅
周
辺
を
含
む
下
野
上

地
区
一
団
地
事
業
に
伴
い

基
盤
整
備
を
開
始
し
て
い

る
。
駅
西
地
区
は
令
和
７

年
度
に
基
盤
整
備
が
終
了

す
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
早
け
れ
ば

令
和
８
年
度
の
町
民
号
再

開
を
目
指
す
。

町
長

町
政
を
問
う
　
復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

一  

般  

質  

問

　
　
　
令
和
６
年
に
は
下

野
上
地
区
内
の
大
野
南
住

宅
エ
リ
ア
に
30
戸
、
原
住

宅
エ
リ
ア
に
20
戸
が
整
備

さ
れ
入
居
が
進
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
再
生
賃
貸
住
宅

の
入
居
状
況
は
大
川
原
地

区
の
再
生
賃
貸
住
宅
を
含

め
て
も
満
室
で
空
き
が
な

い
状
態
で
あ
り
、
入
居
希

望
者
は
部
屋
の
空
く
の
を

待
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
再
生
賃
貸
住

宅
を
追
加
で
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
。

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

住
ま
い
の
確
保
は

重
要
な
政
策
と
し
て
お
り

再
生
賃
貸
住
宅
の
建
設
に

阿
部

町
長

加
え
、
自
ら
住
宅
を
取
得

修
繕
等
さ
れ
る
際
の
補
助

や
、
民
間
事
業
者
が
賃
貸

住
宅
の
修
繕
す
る
際
の
補

助
を
し
て
い
る
。

ま
た
賃
貸
住
宅
に
入
居

さ
れ
る
方
に
対
す
る
家
賃

支
援
な
ど
様
々
な
政
策
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
帰

問 

再
生
賃
貸
住
宅
の
追
加
の
整
備
を

答 

民
間
事
業
者
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討

阿あ

べ部
　
光み

つ
く
に國 

議
員

問 町民号の再開を

答 令和８年度の再開をめざす

還
や
移
住
を
促
進
す
る
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
た
な
再
生
賃
貸
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
居
住
状
況
の
推
移
や

民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸

住
宅
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。

もっと増えないかなぁ
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一  

般  

質  

問

　
　
　
子
育
て
環
境
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
熊

町
で
子
ど
も
を
育
て
た
い

と
思
う
世
代
は
多
く
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
具
体
的
に
は

①
0
歳
児
お
む
つ
補
助

②
中
学
高
校
生
制
服
補
助

③
高
校
入
学
一
時
金

④
大
学
授
業
料
補
助

　
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　
震
災
以
前
の
「
町
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」
の
原
点

に
返
り
、
子
育
て
し
や
す

い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
移
住
定
住

者
、
帰
還
の
促
進
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
町
長

の
所
見
を
問
う
。

　
　
　

す
で
に
出
産
祝
金

と
し
て
第
１
子
、
第
２
子

に
は
１
人
に
つ
き
５
万
円

第
３
子
以
降
は
１
人
に
つ

き
20
万
円
を
支
給
し
て
お

り
、
お
む
つ
代
な
ど
の
子

育
て
支
援
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

渡
部

町
長

中
学
生
へ
の
制
服
補
助

に
つ
い
て
は
、
町
立
学
校

の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
町
立
学
校
児
童
生

徒
就
学
支
援
金
を
交
付
し

て
い
る
。

他
自
治
体
に
避
難
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
は
、
被
災
児
童

生
徒
就
学
援
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
生
の
制
服

　
　
　
町
で
は
社
会
教
育

複
合
施
設
整
備
の
計
画
を

進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
高
齢
者

母
親
世
代
、
子
ど
も
た
ち

の
事
業
が
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
。

　

今
後
施
設
を
整
備
し
社

会
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
、
今
か
ら
町
民
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

立
派
な
施
設
を
造
っ
た

と
こ
ろ
で
活
動
す
る
町
民

が
育
っ
て
い
な
け
れ
ば
施

設
整
備
の
意
味
が
な
い
の

渡
部

で
は
な
い
か
。

　

教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

　
　
　
　

本
年
10
月
か
ら

は
、
住
民
か
ら
の
要
望
を

活
か
し
て
、
13
年
ぶ
り
に

高
齢
者
大
学
を
大
川
原
で

再
開
し
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
料

理
教
室
等
の
講
座
を
計
４

回
開
催
す
る
。

　

今
後
は
社
会
教
育
複
合

施
設
を
基
軸
と
し
て
、
町

全
体
が
学
び
の
場
と
な
る

よ
う
に
社
会
教
育
事
業
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長

問 

社
会
教
育
事
業
の
充
実
を
は
か
る
べ
き

答 

町
全
体
を
学
び
の
場
と
す
る

のびのび学び すくすく育つ

渡わ
た
な
べ部

　
友と

も
ひ
こ彦 

議
員

問 子育てしやすい町づくりの推進を

答 住んでよかったと実感できる町に

代
補
助
、
一
時
金
の
支
給

だ
が
、
高
校
生
に
対
し
て

は
、
福
島
県
に
お
い
て
授

業
料
以
外
の
教
育
費
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
制
度
も

実
施
さ
れ
て
お
り
、
町
で

の
制
度
化
は
考
え
て
い
な

い
。大

学
授
業
料
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
経
済
的
な
理

由
で
大
学
等
へ
の
進
学
が

困
難
な
方
に
対
し
て
は
基

本
的
に
奨
学
資
金
制
度
で

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

今
後
も
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

野球場、グラウンド等
整備計画が進む

ネ
ル
を
新
た
に
設
け
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
の
設
置
に
あ
た

り
利
用
者
の
利
便
性
を
考

慮
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

大
熊
Ｉ
Ｃ

　

大
熊
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

整
備
を
す
る
た
め
現
地
調

査
を
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
イ

ン
タ
ー
西
側
に
設
置
予
定

で
あ
る
。

　

東
側
の
駐
車
場
か
ら
徒

歩
で
向
か
う
た
め
の
ト
ン

総
合
運
動
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

プ
ー
ル
等
を
整
備
し
ま
す
。

先
行
し
て
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
を
行
い
ま

す
。委

員
か
ら
は
、
早
期
に

農
地
転
用
を
行
う
こ
と
。

ま
た
事
業
の
申
請
後
も

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
が
出
来

る
よ
う
柔
軟
に
対
応
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

文
化
財
保
護

町
内
の
文
化
財
の
保
管

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
町
民
か
ら
寄
付

を
受
け
た
文
化
財
、
公
民

館
で
は
古
文
書
の
管
理
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白

河
館
・
ま
ほ
ろ
ん
で
は
、

町
で
管
理
を
依
頼
し
て
い

た
文
化
財
の
管
理
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
白
河
館

ま
ほ
ろ
ん
に
は
い
つ
ま
で

保
管
出
来
る
の
か
、
文
化

財
の
整
理
を
図
り
デ
ー
タ

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

人とモノが行き交うエリアへ

　
６
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
大
熊
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
７
月
26
日
、
８
月
19
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
現

地
調
査
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利用者の利便性を
考慮すべき

大

熊

Ｉ

Ｃ
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町民の学び場づくりへ

全
員
協
議
会

　

公
民
館
、
図
書
館
、
博

物
館
の
3
つ
の
専
門
性
を

持
っ
た
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
歯
車
と
な

っ
て
町
民
の
方
を
は
じ
め

利
用
さ
れ
る
全
て
の
方
の

学
び
を
支
援
す
る
施
設
で

す
。

　
　

公
民
館
機
能
と
し
て

の
工
作
室
や
作
業
室
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
料
理

教
室
な
ど
を
行
う
調
理
室

も
あ
る
の
か
。

　
　

食
で
人
を
繋
ぐ
と
い

う
観
点
か
ら
公
民
館
機
能

と
し
て
取
り
入
れ
た
い
が

す
で
に
リ
ン
ク
ル
大
熊
や

保
健
セ
ン
タ
ー
に
調
理
室

が
あ
る
の
で
町
内
に
同
じ

社
会
教
育
複
合
施
設

主
な
質
疑

問答

施
設
は
整
備
し
な
い
方
向

で
あ
る
。

　
　
大
野
駅
の
2
階
か
ら

ダ
イ
レ
ク
ト
に
社
会
教
育

複
合
施
設
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

建
物
の
管
理
上
、
入

り
口
が
複
数
あ
る
と
少
な

い
人
数
で
管
理
す
る
の
は

難
し
い
。

　

入
り
口
は
1
階
部
分
の

み
を
想
定
し
て
い
る
。

問答

　
７
月
17
日
の
全
員
協
議
会
に
て
生
涯
学
習
課
よ
り
社
会
教
育
複
合
施
設

整
備
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
よ
り
原
地
区
商
業
施
設
出
店
者
決
定
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
要
旨
と
主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

広
報
研
修
会

　
９
月
25
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
町
村
議
会
広
報

研
修
会
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
３
部
構
成
で
初

め
に
「
読
ま
れ
る
議
会
広

報
紙
の
作
り
方
に
つ
い
て
」

次
に
「
や
っ
て
は
い
け
な

い
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
の
テ

ー
マ
で
受
講
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
広
報
紙
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
輝
か
し
い
受
賞

歴
を
誇
る
埼
玉
県
寄
居
町

議
会
の
「
読
ま
れ
な
い
議

会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な

し
」
の
編
集
方
針
を
学
び

ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
、
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
手

に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

編
集
に
励
ん
で
い
こ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

今後の編集に活かします

　

７
月
12
日
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結

果
、
い
わ
き
市
の
マ
ル
ト

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
に
完
成
し
、

令
和
９
年
よ
り
営
業
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　
　
店
舗
の
規
模
は
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
。

　
　

売
り
場
面
積
は
８
０

０
か
ら
１
２
０
０
平
方
㍍

で
予
定
し
て
い
る
。

原
地
区
商
業
施
設

主
な
質
疑

問答
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調
査
特
別
委
員
会議員報酬は妥当
調査特別委が断下す

本
特
別
委
員
会
は
３
月

定
例
本
会
議
に
お
い
て
当

町
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
の
在
り
方
を
調
査
す

る
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

５
回
に
渡
っ
て
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

最
終
報
告
で
は
議
員
報

酬
に
つ
い
て
近
隣
町
村
お

よ
び
県
内
同
一
規
模
町
村

と
比
較
し
て
大
き
な
格
差

が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
行
の
議
員
報
酬
は
妥
当

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
町

村
議
員
の
報
酬
が
低
く
、

な
り
手
不
足
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
調
査
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

費
用
弁
償
に
つ
い
て
は

町
内
で
開
催
さ
れ
る
行
事

に
出
席
す
る
場
合
、
現
行

の
規
定
で
は
支
給
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
物
価

上
昇
や
燃
料
代
の
高
騰
な

ど
で
移
動
に
要
す
る
負
担

も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

公
務
と
し
て
参
加
す
べ
き

会
議
等
に
対
す
る
支
給
方

法
、
支
給
額
の
見
直
し
を

図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
で
一
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
直
面
す
る
課

題
は
議
会
の
み
な
ら
ず
執

行
部
に
属
す
る
各
種
委
員

等
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
か
ら

総
括
的
に
対
応
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
観
点
か
ら
本

特
別
委
員
会
は
、
執
行
部

に
対
し
て
費
用
弁
償
の
柔

軟
か
つ
弾
力
的
な
運
用
と

関
係
例
規
の
総
括
的
な
見

直
し
を
要
望
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

大
熊
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
は
９
月
定
例
議
会
最
終
日
の
９

月
20
日
、
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加 　

７
月
20
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
大
熊
町
の
明
日
を

考
え
る
会
」
に
３
名
で
参
加
し
懇
談
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
懇

談
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
部
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

町外避難者を忘れないで
議会も同じ思い

　
　
　
　
　

議
会
の
動

向
が
よ
く
見
え
な
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
実
績
や

内
容
を
議
会
だ
よ
り
等
に

も
っ
と
掲
載
し
、
議
員
の

活
動
内
容
を
も
っ
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

今
回
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
を
は

じ
め
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
も
活
動
報
告
と
し
議

会
員
の
声

議
員
か
ら

会
だ
よ
り
等
に
掲
載
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

町
外
に
避

難
生
活
を
し
て
い
る
町
民

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　

我
々
議
会

も
同
じ
思
い
で
す
。

　

し
っ
か
り
行
政
側
へ
も

伝
え
ま
す
。

会
員
の
声

議
員
か
ら

思いを受け取りました
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大熊町の伝統芸能である盆踊りの練習を通して、町内外の若手有志が交流を深めています。
また国の登録有形文化財となっている渡部家の除草作業など維持管理活動も行っています。

震災前は、８月のお盆の時期になると各地区の青年会などが盆踊りで太鼓と笛の音色を奏でて非
常に盛り上がっていました。

今は全町避難の影響により各地区の盆踊りが出来ていない状況ですが、我々がその架け橋になれ
ればという思いと、大切な伝統芸能を後世に継承していけるよう、今後も活動していきたいと思い
ます。

サ
ー
ク
ル
紹
介伝統芸能を後世に継承を

大熊平馬会

■
発
行
／
福
島
県
大
熊
町
議
会　
　
〒
９
７
９

−

１
３
０
６　
大
熊
町
大
川
原
字
南
平
１
７
１
７　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

−

２
３

−

７
８
４
０　
■
編
集
／
大
熊
町
議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

お
お
く
ま
議
会
だ
よ
り
No.71
R ６. 11

祭りの盛り上げに一役買います 本番に向け汗を流してます

大熊平馬会　代表　愛場　学

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

�

渡
辺
　
　
誠

副
委
員
長

�

島
原
健
二
郎

発
行
責
任
者

�

仲
野
　
　
剛

委
　
　
員

�

渡
部
　
友
彦

�

石
井
　
和
弘

�

武
内
　
正
則

�

阿
部
　
光
國

�

廣
嶋
　
公
治

編
集
後
記

お
お
が
わ
ら
会
は
先
頃
、
じ
じ
い
部
隊
と

移
住
者
と
の
住
民
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

じ
じ
い
部
隊
は
東
日
本
大
震
災
後
お
よ
そ

６
年
に
渡
り
町
民
帰
還
の
た
め
、
町
の
環
境

整
備
に
尽
力
さ
れ
た
活
動
を
振
り
返
り
、
改

め
て
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

懇
談
に
移
り
、
移
住
し
て
来
た
Ａ
さ
ん
は

大
学
卒
業
後
の
就
職
活
動
の
末
、
現
在
は
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
移
住
定
住
の
仕
事
に
就
い

て
い
ま
す
。
住
民
と
の
交
流
で
日
々
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

Ｂ
さ
ん
は
大
学
を
休
学
し
起
業
の
た
め
キ

ウ
イ
栽
培
に
汗
し
、
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ

支
え
ら
れ
商
品
開
発
、
販
売
を
行
っ
て
い
る

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

移
住
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
大
熊
町
に

し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

島
原　

健
二
郎

傍聴に来てください傍聴に来てください 12月定例会は11日からの予定です


